意　見　書
平成１２年６月９日
電気通信審議会
電気通信事業部会長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　郵便番号　102-8401

　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(\s\up 13(（ふりがな）),住　　所)　 eq \o\ad(\s\up 11(とうきょうとちよだくいちばんちょう),東京都千代田区一番町)８番地
　　　　　　　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(\s\up 13(（ふりがな）),氏　　名)　 eq \o\ad(\s\up 13(だいにでんでんかぶしきがいしゃ),第二電電株式会社)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長　　 eq \o(\s\up 11(おくやま),奧山)　 eq \o(\s\up 11(ゆうさい),雄材)
電気通信審議会議事規則第５条の２及び接続に関する議事手続細則第２条の規定により、平成１２年５月２５日付け郵通議第３０１６号で公告された接続約款案に関し、別紙のとおり意見を提出します。
（別紙）

東日本電信電話株式会社及び西日本電信電話株式会社の指定電気

通信設備に関する接続約款の変更案に対する意見等について
　この度は、標記の件について意見提出の機会を設定していただき、誠にありがとうございます。

　弊社の意見等を下記に述べさせていただきますので、宜しくお取り計らいいただきますようお願い申し上げます。

記

１　今回の接続約款の変更案について

　　変更案については、特段の意見はありません。

２　その他

　　今回の接続約款変更案の申請は、ユーザ約款と同時の申請となっております。したがって、接続事業者は、接続約款認可後、はじめてＮＴＴ東西地域会社に接続申し込みが出来るため、ＮＴＴ東西両地域会社がサービスを開始するのと同じタイミングでサービスを開始することが出来ません。

　　本来ならば、公正競争の観点から、ユーザ約款を作成する前に、接続約款が作成されるべきと考えます。

　　今後は、接続事業者がＮＴＴ地域会社と同じタイミングでサービスの開始が出来るようご配慮いただきたいと考えます。

＊組織名の敬称は省略させていただいております。

以　上

